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基本８ヵ月コース 2008（第 22・23 期）

崎田 竜仁 福田 博規
アートデンタルラボ

日本臨床歯科補綴学会の基調講演が毎回含まれています。

基本的歯冠修復治療セミナー　３ヶ月コース リンガライズドオクルージョンによる総義歯　２ヶ月コース

セラミック多色築盛テクニック　２ヶ月コース

ＣＡＤ／ＣＡＭシステムによるインプラント技工　２ヶ月コース

パーシャルパラレルミリングによる部分床義歯　５ヶ月コース
顎機能の診査・検査・診断セミナー　２日間コース

総義歯ライブセミナー　２ヶ月コース

（西川、児玉、崎田、他）　1・2・3月 （星）　6・7月

（上林）　8・9月

（星、吉澤、秋山、小野寺）　12・1・2・3・4月

（山口）　10・11月

（浅野、渡辺）　12月

（小出、松島、星）　2・3月

　基本８カ月コースは小出 馨教授らが講師をつとめ、毎年多くの方々の参加を得て今年で１６年目を迎えました。アンダーグ
ラジュエート教育では教わることがなく、補綴臨床を的確に行っていくうえで認識していなければならない重要事項を厳選し、
明日から臨床の現場で生かせるように毎回実習も含めて歯科医師と歯科技工士が共に学んでいます。
　2008年度も、この基本８カ月コースをはじめとして８つのコースが開催されます。どなたも奮ってご参加下さい。

１.治療に不可欠な３つの診断とは，病態･発症メカニズム・エンドポイント 
２.顎機能の診査・診断に不可欠な顎口腔系機能解剖とは 
３.効果的な咬合診査のポイント 
４.これならできる簡便で有効な筋触診法のポイント

１.咬合器には何が求められているのか，プロアーチの機能と機構
２.有効な前方ガイドの設定基準と的確な構成法を知る
３.Ｍ型側方ガイドの必要性と確実な構成法を認識する
４.確実で迅速なチェックバイトと顆路調節のポイント

１.顎関節の診査・診断に不可欠な重要事項とは
２.正常顎関節と各種病態における特徴的徴候を認識する
３.臨床で有効な顎関節の触診法４種を使いこなす
４.診断に有効な顆頭運動経路描記とその評価基準

１.咬合構成の原則と“咬合構成の７要素”とは
２.前歯部歯冠形態と歯列,審美の基準を共通認識にする 
３.e-Ha Q の有効性と的確で迅速な咬合構成の実際
４.ディスクルージョン量と滑走間隙量の設定基準

１.従来の咬合採得法を再考し臨床に即してその基準を明確にする
２.中心位を真に理解し評価するために不可欠な重要事項とは
３.顎関節症の臨床症状と病態に応じた治療とは
４.効果的なマニピュレーションテクニックと前処置・後処置とは
５.臨床で有効なスプリントの設定基準と的確な調整の実際

１.難症例にはこう対応する(43段階での診断基準)
２.迅速で的確な概形印象･筋形成･最終印象のポイント
３.臨床で有効な咬合平面の設定法とは
４.義歯研磨面の形態付与基準と試適時のチェックで何を見るか
５.装着時の注意点とメインテナンスのポイント

１.“残存組織保全と機能回復率向上の両立”を探求する
２.力のコントロールと細菌への対応
３.“設計の６要素”により予知性を高める
４.“残存歯と粘膜”支持要素の診断基準とは 
５.エーカースクラスプとＲＰＩの設定基準を再構築する

１.フルパラレルミリングとコーヌスクローネの利点・欠点は
２.パーシャルパラレルミリングの有効性と設定基準
３.ファンクショナルテーブルとフリクションピンの的確な設定基準
４.すれ違い咬合にはこう対応する
５.補綴治療の適正な評価基準とは
６.８ヵ月コースの総括

１．顎機能の診査・診断-Ⅰ(咬合,筋)

２．顎機能の診査・診断-Ⅱ(顎関節)

３．顎関節症の治療,顎位の決定基準

４．顎機能に調和した補綴物の製作

５．咬合構成の基準とリンガライズドオクルージョンの実際

６．総義歯臨床のための診査・診断 

７．パーシャルデンチャーの的確な設計システム

８．リジットサポートの有効性と設定基準

歯科医師と歯科技工士のための


